
 

 

 

 

俳句とともに歩んできた藤塚小 校長  
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◎知恵いっぱい  ◎笑顔いっぱい ◎元気いっぱい 

春日部市立藤塚小学校 ℡７３７‐５３３０ ＨＰ：https://schit.net/kasukabe/esfujitsuka/  

 

◇ 学校教育目標 ◇ 

・進んで学ぶ子 

・心豊かな子 

・明るくたくましい子 

 

毎月、学校だよりで子供たちの俳句を紹介しています。小山愛子先生には、長きに渡ってご指導

いただいていますが、その歩みについてご紹介します。 

藤塚小で俳句をお始めになったのは、関根東鳳（とうほう）先生です。「東鳳」とは俳号で、本

名は、関根東壱先生とおっしゃいます。昭和５４年（１９７９年）に開校した本校の教務主任をさ

れていました。当時、子供たちに俳句を指導したり、教職員や保護者と句会をしたりしていたそう

です。また、公民館で地域の方にも俳句を教え「東鳳会」という俳句の会を立ち上げたそうです。

そして、藤塚小をご退職後も、引き続き子供たちに俳句を指導してくださいました。東鳳先生は既

に故人となられましたが、本校の俳句を続けていくために、東鳳会の小山先生が引き継いでくださ

り、現在に至ります。 

わずか五・七・五の言葉で、五感を働かせて一瞬の気づきや 

感動を表すのは、一見簡単そうですが、限られた短い表現だか 

らこその難しさがあります。毎月、取り組んでいる子供たちの 

作品に感心します。読売新聞の「ジュニア文芸」にも応募し、 

掲載された子供の励みにもなっています。これからも、本校の 

自慢として俳句の取組を継承していきたいです。 

一方、最近、短歌が流行しているようです。短歌といえば、百人一首のような古典の作品を思い

浮かべますが、現代短歌は、ＳＮＳによってコミュニケーションの一つの手立てとなっているよう

です。専用アプリも充実していて、自分の思いや考えを短歌に込めて発信したり、相手へのメッセ

ージを短歌にして互いにやり取りを楽しんだりするそうです。そもそも短歌は、昔の人にとっての

Twitter や LINE のようなものですから、現代に流行しても不思議ではありません。五・七・五・

七・七という小さな言葉の世界の中だからこそ、表現できるよさがあるのだと思います。 

子供たちには、堅苦しく難しいものばかりと思わず、俳句や短歌に用いられた言葉の背景にも着

目しながら楽しみ、自分の創作や鑑賞に生かしてほしいです。今後も皆様から子供たちへの称賛や

励ましをお願いいたします。 
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 校長室廊下に掲示している入選の俳句 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内陸上大会がんばりました 

６月１日に幸松小学校で行われた陸上大会では、 

練習の成果を発揮し、最後まで全力を尽くしました。 

 

 

日 曜 ７月の主な行事 

１・２ 土・日  

３ 月 学級懇談会（高） 

４ 火 集金日 芸術鑑賞会   

５ 水 委員会活動 学校運営協議会 

  ６ 木 交通安全教室（自転車）なかよしタイム 

７ 金 学校保健委員会 

８・９ 土・日  

1０ 月 Ｂ日課 一斉下校 

1１ 火 A 日課 着衣泳(４・２・６年)   

1２ 水 クラブ活動 

1３ 木 B 日課１年４時間 

1４ 金 B 日課１年４時間 民生児童委員会 

1５・1６ 土・日  

１７ 月 海の日 

１８ 火 
１年４時間 給食終了日 

着衣泳(３・１・５年) 親子清掃   

１９ 水 Ａ日課３時間 

2０ 木 
終業式 

Ａ日課３時間 

2１ 金 夏季休業日 

22・23 土・日  

2４           月  

２５  火  

２６  水 個人面談（～８／１ 一部は 8/2） 

２７  木  

２８  金 林間学校１日目 栃木県日光方面 

２９  土 林間学校２日目 栃木県日光方面 

児童数 １年 55 名 2 年 50 名 3 年 55 名 4 年 49 名 5 年 53 名 6 年 53 名 計 315 名 

名 

 

８月２６日（土）親子除草について 

暑い時期ですが、今年度もご協力をお願

いします。受付は午前８時からです。午前

８時１０分までに校庭にご集合ください。

雨天順延の場合は、リーバーでお知らせし

ます。当日、お子様は登校日となっており

ますので、雨天でも通学班で登校させてく

ださい。よろしくお願いします。 

詳しくは後日配付する手紙 

をご覧ください。 

 

   

 

        

 

 

 

           

 

８月の主な行事予定 

・8/14（月）～１６日（水） 閉庁日 

・8/26（土）親子除草 登校日 

・8/29（火）２学期始業式 

・9/ 4 （月）一斉下校 

 

  ３年生春日部郷土かるた教室 

 社会教育課のご指導のもと、かるた教室

が行われました。かるたを通して市につい

て理解を深め、社会科学習に役立てます。

ルールやマナーを守って真剣勝負を繰り広

げ、どのチームも接戦でした。 

スクール   
カウンセラー
来校日 


